
3 Sep. 

JAF地方選手権・JMRC近畿チャンピオンシリーズ 

Rd,6  KSCCジムカーナ in 名阪 

名阪スポーツランド C コース 

☆優勝選手の皆様、おめでとうございます☆ 

_____________________________________________________________________________________ 

☆2PD CLASS☆ 優勝：MOTOHIRO 選手 

「主催者・オフィシャルの皆様、大会の開催運営有難うございました。 

いつもの Cコースとは若干コース取りが違い、タイムを出すのは  

難しく感じました。主催者によってコース取りに癖があるのがジムカーナの  

良いところではないでしょうか。今回は各クラス表彰式でした。 

まとめて最後に表彰するのも盛り上がるのですが、 

併催や参加者が多くなる場合は、こういう形も残して頂けると助かります。 

最終戦は勝つしか残されていません。頑張ります。」 

_____________________________________________________________________________________ 

☆BR1 CLASS☆ 優勝：廣瀬 成章選手 

「大会関係者の皆様、暑い中主催していただきまして、ありがとうございました。 

走りの内容はいろいろありますが、こうして表彰台に登れたのは仲間との 

日々の練習、ショップの車造りのおかげです。 

そして、ケンヅ、いつも助けてくれてありがとう。 

皆様に感謝いたします。北村塾万歳 」 

 

 

 

 _____________________________________________________________________________________ 

 ☆BR2 CLASS☆ 優勝：張 靖遠選手 

「残暑の厳しい中運営していただきますありがとうございました。 

勝ったらシリーズ優勝、負けたら次戦に持ち越しという状況で、 

前戦からだいぶ間が空いたせいか一本目はうまく乗れず大きく差が  

開いてしまった。二本目は路面温度が厳しい中気を取り直して  

なんとかタイム更新して、寺谷さんの PTもあって棚ぼた優勝できました。 

一応これでシリーズ順位確定となりましたが  

次戦は満点を狙って参加します！よろしくお願いします」 

 

 _____________________________________________________________________________________ 

☆BR3 CLASS☆ 優勝：間瀬戸 勇樹選手 

「オフィシャルおよびエントラントの皆さん、暑い中、お疲れ様でした。 

今日はシリーズチャンピオンを決める日(予定)でしたが、コース前半は 

自分の車とは相性が悪く(ギヤ比やエンジン特性によるスピードの乗り)、 

ロードスター制に負けるかも⁉︎と不安でした。 

タイヤ選択のミスもありましたが、何とかタイムアップ合戦に勝利し 

(苦行の前半もベスト)、シリーズチャンピオンを獲得できました！ 

最終戦もパーフェクトWIN 目指して頑張ります。」 

 ____________________________________________________________________________________ 



☆BR4 CLASS☆  優勝：大田 健太郎選手 

「運営関係者、参加者の皆さん、暑い中お疲れ様でした。 

チャンピオン権を最終戦まで繋げるべく勝つしかない状況で、 

1 本目はパイロンお触りしてしまったが 2本目はぬるく行きすぎたが  

何とかタイム更新して勝てることが出来ました。 

残すは最終戦、勝ってチャンピオン決めに行きますよ～ 」 

 

 

 

 

  ____________________________________________________________________________________ 

☆LADIES CLASS☆ 優勝：藤井 一代選手               

「大会関係者の皆様、エントラントの皆様お疲れ様でした 

今回のコース設定は覚えやすいのに罠だらけでとても勉強になりました。 

コースを覚えることよりも、戦略に頭を使えたのが良かったです。 

「最初のパイロンは抑えること、全体的に丁寧に走る」を心に止め出走しました。 

今シーズン２勝目をあげられたことでがぜんやる気が満々の人になりました。 

いつも指導くださる北村塾長、手厚いサポーターの西川選手、北村塾のみなさん 

ありがとうございました。」 

 

 _____________________________________________________________________________________ 

☆PN1 CLASS☆ 優勝：古田 公保選手 

「暑い中お疲れ様でした。 

最終戦は中部地区戦の方に参加するので  

今回が僕にとっては最終戦だったので  

勝ちで締めくくれてよかったです。 

また来シーズンもよろしくお願いします。」 

 

 

 

 _____________________________________________________________________________________ 

☆PN2 CLASS☆ 優勝：鎌尾 邦彦選手 

「２アレでシリーズをアレしてしまいましたので、本日をもって今年の 

ジムカーナ活動を引退させてもらいますが、残された皆様は引き続き 

ジムカーナ走行頑張って下さい。ありがとうございました。」 

 

 

 

 

 

 

 _____________________________________________________________________________________ 



☆PN3 CLASS☆ 優勝：福永 隆一選手 

「若手の突き上げにひやひやしながらもなんとか勝つことができました。 

夏の暑さは毎年苦手なのですが、最終戦を待たずにシリーズを決める事が  

できて嬉しいです。 

最終戦も引き続きエントリーしますので、最後まで走り切りたいと思います。」 

 

 

 

 _____________________________________________________________________________________ 

☆PN4 CLASS☆ 優勝：北村 健選手 

「オフィシャル、エントラントの皆さんお疲れ様でした。 

まだまだ残暑厳しい中での第６戦、今回は親友西川選手のご厚意で 

念願の PN4 クラスにWエントリーで参戦させていただきました！ 

タイヤの熱だれ必至の気温の中、後走が不利なのをわかってて 

私を前走にしてくれた西川選手の寛大さに感服します。 

 

最終戦もみんなでエンジョイジムカーナ！！」 

 

 

 _____________________________________________________________________________________ 

☆SB1 CLASS☆ 優勝：藤林 伸吉選手 

「大原選手が 3 戦目に復活してきてから絶賛全戦もっていかれ中の SB1 クラス。 

なんとかせねばと思いつつズルズルと負け越してしまいましたが、 

朝のブリーフィングで「次戦はいつもどおりターン中心のコースで」と 

聞いた瞬間「今日しかない…」とスイッチが入りました。 

運の良いことに今回のコースは深いターンも無く、大半が右コーナーなので 

転ぶ心配なし！KSCC らしい姫路風ちょっとイヤらしいパイロン配置も 

手伝って、モチベーションが上がりました。 

甲斐あってとりあえずチャンピオンまで首の皮一枚繋がりました。 

最終戦も雨さえ降ってくれればまだワンチャン…まだだ、まだ終わらんよ！」 

 _____________________________________________________________________________________ 

☆SB3 CLASS☆ 優勝：中嶋 敏博選手 

「オフィシャルならびにエントラントの皆様、お疲れ様でした。 

おかげさまでとても良いイベントを経験できました。 

今回は車両のバランスを見直し、良いタイヤを準備し、平常心で 

運転できた事が勝利につながりました。 

また、公式戦に初めて参加した息子に良いところを見せる事ができて 

嬉しく思います。 

ジムカーナは、出走時のメンタルだけでなく、日頃の準備など 

走る環境を整えることも含めて、自分との戦いであると感じました。 

次戦最終戦もチャンピオン獲得に向けて頑張ります。」 

 



 _____________________________________________________________________________________ 

 ☆SB4 CLASS☆ 優勝：石田 忠義選手 

「１本目不甲斐ない走りだったので、２本目出走前に岡本さん・ 

森橋さんに追い抜かれ焦りましたが、勝てて良かったです！あと１戦、 

シーズンパーフェクトで終われるように次戦も頑張ります！！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆CHALLENGE CLASS☆ 優勝：鈴木 敏之選手 

「各クラスでシリーズチャンピオンを目指し死闘が繰り広げられている最中にも 

関わらず、多くの皆様にアドバイス頂き、楽しく走ることができました。 

主催者様、スタッフ、オフィシャルの皆様、エントラントの皆様、 

ありがとうございました。」 

 

 

 

 

 

 

 


